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自己分析を促すシートを活用し、

ゲストティーチャーの生き方・考え方と

比較したり、共感したりすることで、

子どもたちは自分らしさに気付くことができる。



発表の概要

本実践を教材化した背景

実践の目的

実際の授業展開と児童の様子

実践の具体的内容

本実践で分かったこと

成果と課題
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実践の目的



実践校の札幌市立円山小学校



児童の実態

「憧れの職業に就くために努
力する必要がある。」と考え
る児童が多く見られた。

職業に対しての
前向きな思い

「なりたい職業は特にない。」
という考える一定数の児童

職業に対する素直な思い

自己実現的側面までは考えが
及んでいない児童がほとんど。

「こんな生き方を
していきたい。」



キャリア 本実践のテーマ



「『働くこと』を通して、人や社会に関わることに

なり、その関わり方の違いが『自分らしい生き方』

となっていくものである。」

中央教育審議会答申

『今後の学校におけるキャリア教育・

職業教育の在り方について』

（平成２３年１月３１日）



「自分らしい」生き方の手がかりを見付け、

将来への希望をもてるようにする

この学びを通してねらったこと・目的



実践の具体的内容



資料１



単元の流れ

「働く」って、なんだろう

小単元１
１

２

３
自分って、なんだろう

小単元３

自分を生かすって、なんだろう

小単元２



ねらいに迫る２つの手立て

「じぶんって、なんだろう。」
シートの活用

手立て１

様々な職業に就く
ゲストティーチャー
（GT)との交流

手立て２



手立て１

「じぶんって、なんだろう。」シート
シートの写真

資料２



なんだろうシートへ取り組んだ

子どもの思考の変遷

項目を埋めることに難しさを感じ、
自分自身について知らないことが
多いということに気が付く。

現状分析

「自分についてもっと考えていき
たい。」という思いの醸成

今後の学習に
対する期待

自己の変容を児童自身が自覚し、
職業観の広がりや深まりについて
手応えを得ることができた。

探究過程での
シートの更新

１ ２ ３



なんだろうシートを分析した児童の振り返りから（初期）

「書けていなくても、しっかり考えた証拠にも
なるし、それも長所として自分をほめられる」



なんだろうシートを分析した児童の振り返りから（初期）

「現時点で書けずに迷っていても別にいいと思
う。迷うのも１つの選択肢だと思う。少しずつ
考えて迷ってをやっていくのがいいと思う。」



なんだろうシートへ取り組んだ

子どもの思考の変遷

項目を埋めることに難しさを感じ、
自分自身について知らないことが
多いということに気が付く。

現状分析

「自分についてもっと考えていき
たい。」という思いの醸成

今後の学習に
対する期待

自己の変容を児童自身が自覚し、
職業観の広がりや深まりについて
手応えを得ることができた。

探究過程での
シートの更新

１ ２ ３



手立て２

ゲストティーチャーとの交流
GT授業の写真



ゲストティーチャーのシート

資料３



ゲストティーチャーと

自分のシートを比較し

ながら話を聞くことが

できる環境の構成

じぶん ゲストティーチャー



「共感」することで「自分らしさ」を更に浮き彫りに



「共感」することで「自分らしさ」を更に浮き彫りに



感じたことを友達と

伝え合う場面

更なる発見や共感を生み、職業観や自分らしさを捉え直し、
大切にしたい生き方や考え方について手応えを味わう姿



友達の共感と自分の共感を比較し、更なる発見を生む

シートの写真

性格 生き方



「自分らしさ」を捉え直す

生き方 に共感
苦手から得意を見付け
るようなポジティブに



大切にしたい生き方について手応えを味わう

職業観の変容
多様な価値観

との出会い
やりがい

楽しそう



大切にしたい生き方について手応えを味わう

話すのは苦手 聞くのは得意 「自分らしさ」の捉え直し
視野が広がり、自信へ



職業観に

関する側面
「働きがい」「やりがい」

自己実現的な

側面
「自分らしい生き方」

「じぶんって、なんだろう。」シート

が２つの側面をつなぐ役割を担う



成果と課題



単元の終末における児童の振り返りから

もともと「働く」に対してマ
イナスなイメージを持ってい
たけれど、GTの授業の後、自
分のやりたいことができてや
りがいを得ることができるプ
ラスなイメージに変わった。

成果



最初はお金をもらうことで達成感があると思っていました。で
も今は、お金もそうだけど人に笑顔や少しでも希望を与えてそ
れが自分の目で見れることで達成感を味わえるのかなと思いま
した。
これからの社会や今後の自分の人生につながると思いました。

単元の終末における児童の振り返りから

成果



前まで将来のことを考える
のは不安で、何も分からな
くて考えることをしようと
していなかった。
この総合を始めてから考え
ていくのが面白いと感じて
、自分にも自信がもてるよ
うになったり、ネガティブ
だった考えがポジティブに
なったりと、自分の中で大
きく変わっていっていると
思う。

単元の終末における児童の振り返りから

成果



改善の余地

１．児童の実態や目的に合わせて協働的な学びと個別

学習のバランスを考慮し、ICT等も活用しながら柔

軟に活動を構成していくこと

２．「なんだろうシート」項目の精選・作成過程も子ども
と共有していくこと



本発表で伝えたいこと



自己分析を促すシートを活用し、ゲストティーチャー

の生き方・考え方と比較したり、共感したりすること

で、子どもたちは自分らしさに気付くことができる。



最後までご清聴いただき

ありがとうございました。


